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運営体制

勉強会チーム FOODEXチーム Webチーム 米国イベントチーム 事務局

▼打合せの頻度

年1回総会
月1回全体打合せ
週1回事務局打合せ
週1回勉強会
適宜 チーム毎の打合せ

▼コミュニケーション手段

①日々の連絡はFacebookのMessenger
・全員参加のグループ
・各チーム毎のグループ
・事務局グループ

②打合せは原則zoom

高橋 スタッフ
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▼目標

世界の醤油市場の1％を木桶醤油に。

2019年度 2021年度

▼輸出売上額

6432万円

1億2471万円
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リーフレット

web

映像

foodex

米国イベント

具体的な取り組み事例
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訴求ポイントの決め方

・ワインやウィスキーと同じ
・木の容器で発酵させる高級品
・富裕層・知識人・グルメの方々

・芸術品を見る視点
①自然がつくるもの
②時間がつくるもの
③人がつくるもの

蔵見学

SNS





•木桶仕込み醤油の魅力を伝える海外向けWEBサイトを開設。英語

版から開始し、多言語へ展開予定

•海外向け商品にWEBサイトへのQRコードの貼付や、海外向けフラ

イヤーを作成し、イベント等で配布することで、木桶仕込み醤油のス

トーリーを楽しんでもらう機会を創出

•FOODEX2022へは、コンソーシアム25社でブースを設置し、個社

単位のみならず、コンソーシアムで連携した商談も実施

農水省・補助事業による取組概要（1/2）
～海外向けWEBサイト・QRコードによるプロモーション/商談会
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•Twitter本社では木桶の展示とともに、社内のラーメン店にて木桶仕

込み醬油5種×ラーメンのコラボ商品販売を展開

→アンケートを行い、木桶仕込み醤油のニーズを調査

→インフルエンサーによる実食リアル配信や商品のプレゼントも実施

• 2022年7月には、サンフランシスコにおいて、現地シェフを招いた木桶

調味料の試食会も実施

農水省・補助事業による取組概要（2/2）
～米国・サンフランシスコでの実食・販売プロモーション
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FOODEX出展
コンセプト：25社で1ブースを運営



小豆島での木桶づくり
毎年1月ヤマロク醤油にて



今後の取組予定

•輸出未経験のメーカーの輸出を後押しし、コンソーシアム全体で木桶仕

込み醤油の輸出拡大を実現したい

→FDAの知見や輸出事業者の体験共有等の各種勉強会を継続実施

•大学と連携し、木桶仕込み・タンク仕込み醤油の科学的分析を行い、

WEBサイトにて木桶仕込み醤油の特徴を継続的に発信

•2022年2月発足の木桶仕込み味噌輸出促進コンソーシアムとも連携し、

木桶文化を世界に向けて発信、輸出の拡大を目指す
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